
内村 鑑三の コロ ンブス との 関わ りを廻 って

時代的背景などを顧慮しながら

堀 江 義 隆

(一)は じめ に

ク リス トフ ァー ・コロンブス(ユ451?/-46?～1506)の 所 謂 アメ リカ大陸 『発見』1の 評価 に

関 して は,何 世紀 も前 か ら 「天地創造 以来 の大偉業」で あ るとか 「人類 史上 の最 も悲惨 な 出来

こう ざい

事」 とい う両極端 のいわ ば 「光」 と 「影」,つ ま り 「功」 と 「罪」の両面 が当初 よ りあ り,そ れ

が歴史の進行 とともに顕 わにな り,今 日で は 「罪」の面が コロンブスの全 てで あるかの ように促

えられ,そ の反面の 「功」の歴史的意義が無視 され る傾向が圧倒的 に強 くなって きてい る風潮が

20世 紀後半以降特 に顕著 になって きてい ることは,周 知の事であ ろう。

筆者は,十 年前の1992(平 成4)年 の3月 中旬 より向こう一年間 「学際的観削("theinterdisciplinary

pointofview")か らニ ュー ヨー ク,マ ンハ ッタンにあ るユニ オン神学大学へ留学 した。折 しも,

1992年 は コロ ンブス のア メリカ大陸 『到着』'を 告 知す る大 いな る歴 史的節 目であ る 「500周 年

記 念」("QuincenntennialCommemoration")と 図 らず も重 な ってお り,2ア メ リカだけで はな く

ニュー ヨーク とい う世界 的な場所柄 を も加 味 して コロ ンブスの功罪 を ,特 にその 「罪」 の面 を大

きくクローズア ップして,新 聞 ・TV等 の マ スメデ ィアを通 じて大々的 に報 じられ る風潮 を 目の

あた りに したのであ る。3爾 来,コ ロ ンブスが世界歴史 にお いて果 た した役 割,つ ま り今 しが た

述べ たその功罪 とは一体何で あるかが筆者の念頭 につ きま とって離れ ないのである。

しか し,本 稿で はその コロ ンブスの功罪 とい う大 いなる問題全体 に正面か ら取 り組 むので はな

く,コ ロンブスー個 の人格 におい て功罪 自体 を真二つ に分離 ・分割 して論 じる ことは甚 だ

難 しいこ とを弁 えなが らも 一応便 宜的 に 「功」 と 「罪」 に分 け,今 日コロンブス批 判 と し

て論 じられてい る植民地支配的な侵略 ・虐待な どに絡む人権的立場上の 「罪」の側面への立 ち入

りは,ま た機会 を改めて取 り上げる ことに したい。そ して,今 回はむ しろ コロンブスが若年 に し

て航 海者になる ことの夢 と希望 と使 命を 自覚 し,そ のための専門的技術 と知識 を身 につけ,し か

も当時 としては容易 に信 じることの 出来 なか った 「地球球体説」4を 確信 し,ま たキ リス ト教の
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布教活動をも念頭に置き,5世 間の嘲笑 ・冷遇などの感情を乗 り越えて,真 一文字に突 き進んで

行ったいわば近代世界の幕開けに貢献 した働 きは看過 し得ないであろう。

そのポジティブな側面を持つ コロンブスを念頭に置き,筆 者は明治初期のわが国へのプロテス

タンティズムの受容 ・定着に当り,出 色のユニークな野人的活躍で注 目を浴びた無教会主義者の

内村鑑三(1861～1930)に おけるコロンブスの理解 と学びを彼の生 きた時代的背景などを視野に

入れなが ら,考 察を廻 らしていきたい。

尚,こ の際序でなが ら内村鑑三 と同時代人であるのみならず,札 幌農学校(北 海道大学の前

身)の 同期生でもあった親友の新渡戸稲造(1862～1933)の コロンブスとの関わりの場合につい

ても,の ちほど若干触れて置 きたい。6

(二)ア メ リカ大陸 『発見 』後 の 三百年:100,200,300周 年 を迎 えて

さて,内 村鑑三 とコロンブスとの関わりを見ていく前に,

先ず1492年 のコロンブスの第一回航海(1492年8月3日 ～

ユ493年4月 末)に おいてカリブ海のバハマ諸島のグヤナバニ

島に辿 り着き,そ の島をサ ンサルバ ドル島7と命名した同年

10月12日 の歴史的出来事が,ア メリカ大陸 『発見』の端緒 と

なったことは周知の事であろう。それ故にコロンブスが世界

歴史に 「近世」という時代の始まりを印する出発点を与える

ことは言うまでもない。

か くして,内 村がコロンブスなる人物を強 く意識 し且つ注

目することとなったのは,彼 が1884(明 治17)年11月 に渡米
CHRISTOPHERCOLUMBUS

し蜥 においてであった.そ れは,凱 くコ・ンブスのアメr内 村鑑三錨 儲 暮径,198。年1。
月発行)770頁リ カ大陸 『発見』400周 年(ユ892)を 迎 える機運が高 ま りつつ

あった時節においてであ る。

本項 において は400周 年 以前の三世紀 に亘 る100,200,300の 各 百周年の時期 を迎 えるに当って

夫々の世紀末時において取 り沙汰 される米国内における1492年 の コロンブスの事績 に対す る社会

そく

的風 潮なる もの を次に見て行 くことに しよう。それが即世界歴史における コロンブスの足跡の評

価 を占 うことになる と思われるか らである。

先ず,100周 年(ユ592)前 後 は,15世 紀 初期 の ポ ル トガ ルの エ ンリケ航 海王 子(Henriqueo

Navegador:1394～1460)の 西 ア フ リカ沿岸 の探検 を皮切 りに コロ ンブ スの アメ リカ大 陸 『発
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見』 な どを媒介 に して,17世 紀 初め に至 る 「大航 海時代」8の 終焉 間際 と共 に米 国植民 地時代到

来直前のい わば夜明 けの時であ る。 コロ ンブスが スペ イ ン王室の カ トリック ・キ リス ト教布教 の

大義名分 を掲 げてや って きてか ら,約 百年の歳 月が流れ た頃で もあ った。

次 に,200周 年(1692)前 後 は,特 に米国は17世 紀初頭 において イギ リスの プロテス タン トの

せいぜん

ピュー リタ ンた ちに よる植民 地開拓時代 の延 長線上 にあ り,所 謂 「西漸運 動」("theWestward

Movement"),即 ち東部 か ら西部へ の未開拓原野進 出の定住地拡大 に伴 う先住民への圧迫 ・搾取

がみ られ,そ の動 きはコロンブスの信奉 した カ トリ ックにバ トンタ ッチす るかの ように白人優位

の側面が継承 されているのが窺われる。9

さ らに,300周 年(1792)前 後 は,米 国は植 民地時代 か ら独 立国家 としての 目鼻立 ちが整え ら

れたばか りであ り,そ の十数年前の1776年 に は 「独立宣言書」("theDeclarationofIndependence")

を 公 布 して,文 字通 り近代 国家の仲 問入 りを果す ことになった。そ して,こ の国の首都1°が初代

大統 領のジ ョー ジ ・ワ シン トンの名前に因んで付 け られた ことは周知の事であろ う。 しか も,そ

れ と同格的 に"D.C."即 ち"DistrictofColumbia"つ ま り 『コロンビア特別 区』が付 されて,こ

の国の原点 は,コ ロ ンビア コロ ンブスの女性形 であるこ との示唆以外 の何物 で もないで

あろ う(後 述)。 か くして,そ の正式呼称が 『ワシ ン トンDC』("Washington,D.C.")と な り,こ

の国は建 国及 び植民地時代以前 の当初 よ り何 は ともあれコロ ンブスを強 く意識す る国 として,出

立 したこ とだけは紛 れ もない事実 であろう。

蛇足 なが ら,300周 年 を迎 えた ことで,コ ロ ンブス効果 の顕現 と思われ る事例 を次 に三つ ばか

り挙 げてお こう。

一つ は
,ニ ューヨークにある1754年 創 設 のキ ングズ ・カ レッジ(コ ロ ンビア大学 の前 身)に 関

してであろ う。同 カレッジは,コ ロ ンブスのアメ リカ大陸 『発見』300周 年 記念(Tercentennial

Commemoration)を 祝 して,1884年 に コロ ンビア ・カ レッジとな り,1896年 に コロ ンビア ・ユ

ニバー シティに昇格 した。

次 に,ユ ニー クかつ ポ ピュラーな事例 として,ニ ュー ヨー ク,マ ンハ ッタ ンの五番街(Fifth

Avenue)で 毎 年 イ タ リア系 市 民 に よっ て行 わ れ て い る恒 例 の コ ロ ン ブ スデ ー ・パ レー ド

(ColumbusDayParade)の 始 ま りが,1792年 ユ0月ユ2日であ り,そ の祝祭記念 のハ イライ トと し

て,す っか りニュー ヨー ク市民 にお馴 染みの行事 となってい る。 しか し,こ れ は白人 コロンブス

の優越性 の誇示(デ モ ンス トL`シ ョン)で ある ことだけ は否めないであろ う。特 に,1992年 の

500周 年 を迎 え るに当 り少数先住 民 のア メ リカン ・イ ンデ ィア ンや ヒスパ ニ ックな どか ら喧 々

鴛 々の猛 反対 があ り,賛 成派 も反対派 も夫々の立場 を訴えるパ レー ドを行い,す こぶる賑やかな
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こ とであった ようであ る。1'

最 後,三 つ 目として挙げておかなければな らないの は,米 国内で は建国当初,否 それ以前か ら

もコロンブス を自国の代表的人物 にしようとい うことの表れ として,彼 の名前 を国名(コ ロンビ

ア,国 名は通例女性名で表記)に す る動 きがあ ったのであ るが,ユ8ユ9年 に南米の コロンビアが共

和国 として独立 したため に,そ の国名の採択 は途中で立消 えとな った。 も しもそれが実現 してい

た な らば,米 国の正式 呼称 はむろん現今 の"US.A"で は な く,コ ロ ンビア(Columbia)を 表 象

す る"U.S.C."(theUnitedStatesofColumbia)が 世 界中 に広 が り,大 い に幅 を利 かせた こ とで

あろ う。む しろ,そ うであ った方が よ りリーズナ ブルな手続 きであ った とい えよう。

(三)内 村 鑑 三 の渡米 と 「コロ ンブス万 国博 覧会 」

前項において,内 村鑑三が渡米する以前に窺われるであ

ろ うと推察される米国における1492年 以来の三百年 に亘る

コロンブスに対する評価の一端 を記 した。それは本稿(一)

で示唆 したように,コ ロンブスの世界歴史において果 した

役割の功罪をめぐっての 「功」に関わるポジティブなもの

であったようである。その風潮が内村の渡米,否 その先に

やがて訪れて来る400周 年(ユ892)に 向けて益々高揚 しゆく

気配にあることは否応なく認めざるを得ないであろう。

そこで,次 に内村鑑三が渡米の決意を固めた経緯 を少 し

述べてみることにしよう。先に触れたように,内 村が渡米

したのは,ユ884(明 治ユ7)年11月 である。時に,内 村は札

1887(明 治20)年 ニューヨークにて撮影

『内村 鑑三 全集2』(岩 波 書店,1980年10

月発行)の 表紙裏よ り

幌農学校を出て三年余,24歳 の青年期の終 りにさしかかっていた。内村の渡米の動機は,当 時折

しも半年余 りで新妻浅田タケとの離婚問題が抜きさしならぬ破局に立ち至 り,彼 はクリスチャン

としてかな り精神的に衝撃を受けていた。その傷心を癒すために,そ の後の人生の身の処 し方を

巡 り,聖 書の真意を模索するためにかな りシリアスな思いを抱いて米国へ旅立ったのである。12
まさ

それ は正 に 「求 め よ,さ らば與へ られん。尋 ね よ,さ らば見出 さん。 門 を叩 け,さ らば開かれ

ん」("Ask,anditshallbegivenyou;seek,andyeshallfind;knock,anditshallbeopened

untoyou.")'3の 聖 句 を地 で行 くかの ように,内 村 は真 に生 きるべ き希望の幻 を求 めて,札 幌農

学校時代 にキ リス ト教信仰 の良 き薫陶 を受 けた恩 師 ウィリアムS.ク ラー ク博士 の祖 国であ る米

国へ向け,求 道者精神 を以て,文 字通 りゼ ロか らの出直 しの思い を込めての出立 となったのであ
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る。

内村の米国滞在は,三 年半の短期間(1$84.11～8&5)で あった。傷心を抱いて渡米 した内村に

とって,彼 より一足先に渡米 している新島嚢の斡旋で彼の母校のマサチューセッツ州アーモス ト

大学のJ.H.シ ー リー総長に紹介 されて,同 大学の選科生として渡米翌年の1885(明 治18)年9

月に入学を許可 された。14そして同総長からは,口 移 し的に純福音の信仰的薫陶を受けて,真 実

のクリスチャンになるためのイエス ・キリス トの十字架の贈罪愛に目覚める回心体験を持たらし

められたのである。これは,浅 田タケとの離婚問題に対する心の整理を決定的にクリアーにする

ために断固たるケジメをつけるかけ替えのない貴重なものであったであろう。その意味において,

内村がはるばる米国までやって来たことは,神 の摂理の御手の大いなる導きがあったといえよう。

一方
,そ のような個人的な立場を離れて米国社会を眺めやる時に内村の目には二つの事象が目

に留った。一つは,当 時内村鑑三を取 り巻 くその社会の実情は産業革命以降の産業主義の影響に

よる総 じて低次の俗悪な金銭万能の風潮や人種差別の非キリス ト教的偽善臭の強い空気に汚染さ

ショック

れてお り,内 村 はかな り精神 的に衝 撃を受 けていた ようである。

その ような折 も折,米 国 はコロ ンブスの アメ リカ大陸 『発見』400周 年(1892)を 記 念 して,

シ カ ゴ で は一 年 遅 れ で1893(明 治26)年 に 国 威 発 揚 を 目指 し,「 コ ロ ン ブ ス万 国 博 覧 会」

("WorldColumbianExposition")の 呼 称の下 で開催 された。通常,地 名 を冠す るのが 決 ま りで

あ るのが,か ように個人名(コ ロ ンブス)が 地名 に とって代 って使 われるケースは博覧会 史上 か

つて なか った し,今 後 もないと断 じてよいであ ろう。か くコロ ンブスの名前 を冠す るこ とによっ

て,い か に当時 コロンブスの存在が飛ぶ鳥 を落 とす ほどの人気 を米国社会 にお いて持 っていたか

を端的 に示す出来事であ ると言 って よいであ ろう。

それ は米 国社会挙 げての国威 発揚 の誇示(デ モ ンス トレー ション)と して,目 を見張 らす もの

ク ソ ン ・パ ー ク(JacksonPark)に 作 られた

主要会場 は 「ホワイ ト・シテ ィ」("WhiteCitゾ)

と呼 ばれ,豪 壮 な白亜 の殿 堂群か らな り,そ

の脇に 「ミッ ドウェー ・プ レザ ンス」("IUIidway

Pleasance")と 云 う展示兼娯 楽施設 が作 られ

1893年コロンブス博覧会(シ カゴ)白 で統一された会場

た のである。 これ を見 る限 り,白 人優 位 のワ はホワイト・シティとよばれた。シヵゴの中心部と会場は高

架電車で結ばれ,入 口には自動改札機が登場した(小 学館,
ス プ(WASP)の 実 力 が遺憾 な く示 され ようr日 本大百科全書19』 昭和63年1月 刊行)
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としているのが窺えるのではあるまいか。15

か くして,内 村鑑三は1884年11月 に渡米するやそのような雰囲気を逸早 く察知 しなが ら,彼 は

コロンブスなる人物に痛 く思いを寄せると共に,当 時欧米においてコロンブスに関する著述がア

メリカ大陸 『発見』400周年に向けて続々と物される風潮にいた く刺激を受けると共に,帰 国後手

ぐすねを引 くかのように,そ の記念すべき年である1892年 に照準をピタリと合わせて,コ ロンブ

スに関する著述を書き上げていったのが注目される。

(四)内 村 鑑 三の コロ ンブス に関す る著 述 を廻 って

さような次第で,渡 米当時の在米期問中において,た とい内村鑑三がコロンブスに大いなる関

心を抱いたとしても,白 人優位の立場より書かれたコロンブスに関する伝記や研究書の時代的制

約は如何 ともし難かったことは先ず認めざるをえないであろう。

内村 は,1887(明 治20)年5月 に,そ の前年の9月 に入学 したコネティカット州ハー トフォー

ド神学校での学びに飽きたらずに,同 神学校を中退して帰国したのであるが,帰 国後は就職など

思うに任せない出来事が色々と重な り,筆 舌に尽し難いいわば国中に枕する所無きまでの苦難を

なめたのである。16

そのような最中にあっても,内 村のコロンブスに対する思いと情熱はいささかも消え去ること

な く,ひ たすら400周年の1892年 ユ0月12日に思いを馳せて,ユ892(明 治25)年9月 に大阪の泰西学

館に招聰 される直前のあわただしい折に,コ ロンブスに関する著述をものしたのである。下記に

掲げるその著述一覧は,本 学文芸学部 『文学 ・芸術 ・文化』誌(第12号 第1号)に 掲載の筆者に

よる研究ノー ト 『内村鑑三とコロンブス』(122～134頁)か らの転載でることを予め断っておき

たい。[下線部は筆者による]

イ。「コロンブス文学」1892(明 治25)年9月15日(『 六合雑誌』14ユ号 「雑記欄」)

ロ.「 コロンブスの行績」1892(明 治25)年10月15日(『 六合雑誌』142号)

ハ。「米国発見事業の事務官ピンゾン兄弟」1892(明 治25)年U月15日(『 六合雑誌』143号)

二.「記念論文 コロンブス功績」(1893(明 治26)年2月)→ 『コロンブスと彼の功績』と改題

(1899(明 治32)年12月9日)

上掲の著述の発行年などからしても,内 村がいかにコロンブスに深い関心を寄せていたかが窺

える非凡なる好例 といえよう。とにかく,上 掲のイ ・ロ ・ハの著述は,一 目瞭然いずれも 『六合

雑誌』誌上に掲載されたものである。そ して,こ の 「記念論文コロンブス功績」(1893)は,そ

の前年に発表されたそれらの 「コロンブスの行績」及び 「米国発見事業の事務官 ピンゾン兄弟」
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と新たに執筆 した 「コロンブス伝」17をもつけ加

え,上 掲の矢印(→)が 示すように後年 『コロン

ブスと彼の功績』(1899)と 改題 し,一 書にまと

められた。(右掲の写真参照)従 って,内 村のコ

ロンブスに関するものを知る上においては,こ れ

を繕けばコロンブスに関する包括的な事柄につい

ての内村の理解が得 られるであろう。

尚,「研究ノー ト」にも記 したことであるが,

本書を廻るエ ピソー ドとして,内 村が大阪に滞在

中,1892年(明 治25)9月7日 に組合系の

大阪教会(宮 川経輝牧師)が 経営の責任 を負った

泰西学館に招聰され,同 学館の経営不振で八か月

後に閉校,退 職。その後は熊本英学校へ 処

内村鑑三のコロンブスとの関わりを廻って

難驚 簿 膨:論 議繍 羅文念

1欝
初版表紙187×122mm

『内村鑑 三全集2』(岩 波書 店,1980年10

月発行)76頁

コ
ロ
ン
ブ

ス
功
績
』
〔明
治

32
年

『コ
ロ
ム
ブ

ス
と
彼

の
功
績
』
と
改
題
〕

明
治

26
年

2
月

27
日

単
行
本

署
名

内
村
鑑
三

著

女作 『キリス ト信徒の慰め』の発行直後に,第 二作 として 『コロンブスと彼の功績』(1893)が,

上述 したように一書 として刊行され,当 時日本でも米国でのコロンブス万博開催のことが知れわ

たっており,コ ロンブスの知名度が高まりつつあった折でもあったので,内 村 自身この二書中前

者よりも後者の方が内容上の大衆的幅の広さもあり,か なりの売れ行 きを期待する向きもあった

が,全 く反対の結果 となった。それどころか,七 十種になんなんとする内村の物 した書物の中で

も最も売れ行 きのよくない書の一つとなっているのである。これは一体何を意味するのであろう

か。コロンブスの歴史における人気と不人気とが交錯する象徴的出来事のように思えてならない。

世の人々のこの人物に寄せる思いと内村のそれとのギャップのようなものす ら感 じせ しめられる

のである。

(五)内 村鑑 三の 著述 の内容 と新 渡戸 稲造 の 場合 に関 して

先の第四項において,筆 者は内村鑑三のコロンブスに関する著述にまつわる紹介的な事柄など

を若干述べた。

事ここに至 り,本 稿の冒頭で内村が評価 したコロンブスの功罪の 「功」とは,一 体何であるの

かという問いが,自 ずと頭をもたげてくる。そして今その著述を繕 く時に,先 ず目に留まるのが

内村のコロンブス自身を肯定的に評する言葉,即 ち 「真性の巨人」 とか 「十五世紀の花なり,果

なり」 とか 「人類の歴史に一大新方向を与えるものなり」などという激賞の言葉である。18

一 ユ35一



近畿大学語学教育部紀要2巻1号(2002・11)

そして,そ れに引き続いて,内 村が言わんとすることを 「コロンブスの功績」19から要約すれ

ば次の数点にまとめることが出来るであろう。筆者のコメントをいささか交えながら紹介するこ

とにしよう。

(1)歴史家は,通 常ユ492年10月12日(金)ア メリカ大陸 『発見』の日 を以て,中 世時

代の終焉 と認め,所 謂 『近代』の始 まりという定説的見解があるが,内 村はその説に完全 に

同意 している。

(2)コロンブスは,「地球球体説」の確固不動たる信奉者であった。無論,当 時の世聞一般の

入々の見解 とは異なるがゆえに,彼 らから不毛の嘲 りや中傷などに晒され,冷 遇 ・批判には

よく耐え抜 き,あ の大 『発見』の端緒を作ったことの評価は,い くら評価 してもしきれるも

のではないであろう。

(3)コロンブスは,ヨ ーロッパ より,イ ンドを経て黄金の国ジパ ングー(日 本)へ 辿 りつくとい

う夢 と希望を持ち 無論,こ れはコロンブスの探検 ・航海の大先輩のマルコ ・ポー ロ

(ユ254～ユ324)の 『東方見聞録』や地理学者 トスカネリ(1397～1482)の 見解による そ

れに基づ き1492年 スペインのパロス港 より歴史的出帆の途についた。

(4)上記(3)のジパ ングーへの思いが象徴 しているように,コ ロンブスは黄金などの財宝 を漁るこ

とに異常な関心を示 し,実 際それゆえに未知の土地からの金鉱,そ の他豊富な天然資源が発

見 され自己の思いを充足 させている。 しかし,内 村が心 を打たれたのは,そ れらの富をコロ

ンブスは私利私欲のためではなく,公 共の反映のためにそれを求めたと解 している。

(5)コロンブスは,信 仰深いキリス ト教徒であり2°,アメリカ 大陸 『発見』は彼の信仰心の発露

であり,彼 はヨーロッパ以外の新天地にキリス ト教 を伝道することの使命に燃えていた。ア

メリカ大陸 『発見』と共に,同 大陸を 「真理 と自由と宗教の邦土」2'と称 しているのは,注

目される。

内村鑑三は,以 上の諸点を以て,コ ロンブスの 「功」 を打ち出し,彼 を偉大な人物の範疇に入

れるに足る人物 としているのがありありと窺われるのではあるまいか。そして,も し 『近代』と

いう時代の牽引的役割を果たしたそのコロンブスなる人物の出現がなかったならば,内 村 はその

コロンブスの役割を演 じる 「もう一人のコロンブス」("anotherColumbus")の 登場を期待する

と言いたげな口吻す ら伺われるのである。22

尚,蛇 足ながらここにいま一人内村鑑三と同時代人でコロンブスに対 して内村に勝るとも劣 ら

ず関心を寄せている人物が存在することを指摘せねばならないであろう。
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その人物 とは新渡戸稲 造(1862～1933)で あ る。新渡戸 は,1877(明 治10)年 に内村 と共 に札

幌農学校 に2期 生 と して入学 したいわ ば同期 の桜 であ り,宣 教 師M.C.ハ リ スよ り受 洗 し,キ リ

ス ト教 に入信,両 者 はいっそ う親密 な交 わ りを結 ぶ。か くして,新 渡戸 は内村 同様188ユ(明 治

ユ4)年 に 同校 を卒業。その2年 後の1883(明 治16)年9月 に東京大学 に入学す るも,そ の学問的

水準 の低 さにいた く失望 し,1884(明 治17)年9月 に渡米す る。それ は,内 村 が渡米す る2ケ 月

前 の ことであった。新 渡戸は,内 村 とは異 な り,あ くまで も留学が渡米の動 機であ り,主 として

三年 間ジ ョンズ ・ホプキ ンズ大学 で史学,経 済学 な どを学んだ。就中,新 渡戸 も内村 同様 コロン

ブスの400周 年(1892)の 記 念行事 を 目前 に しての渡米 の タイ ミングであ り,コ ロンブスにはか

な りの関心 のウエー トがかかっている ことは共通 して見 られる。特 に新 渡戸 の場合,専 門的 に史

学 を修 めただ けに,後 年書か れた 『米国建 国史要』(東 京 有斐 閣,1919(大 正8)年5月)の コ

ロ ンブスに関わる言及 は,中 々の読 み応 えある文章 の展 開 となっている。23

いな

ともあれ,内 村 と新渡戸のコロンブス理解は,19世 紀否それまでの白人優位の時代的制約を受

けての解釈 となっている点は,万 止むを得ないのではあるまいかと思われる。

(六)お わ りに

本稿の冒頭(一)で 示唆 したように,コ ロンブスの行った事績の功罪の 「功」の側面を今 日の

世界的風潮に逆行 して,一 当然そこには内村や新渡戸の生きた19世紀後半か ら20世紀前半にか

けての未だ 「罪」の側面を糾弾する機運熟 していると思われない点は,如 何 ともし難いことでは

あったが,一 その 「功」の側面を通 じて内村のコロンブス理解にも見るべ き余地が残 されてい

るのではの思いで以って試論的にみてきた。

本文中で述べたようにコロンブスのアメリカ大陸 『発見』400周年(1892)に 際 し,米 国のシカ

ゴで 「コロンブス万国博覧会」が開催されるなど,世 界の注目を浴びる一大行事が繰 り広げ られ

た。折 しも内村鑑三自身,自 己のプライベー トな問題に喘ぎ,悶 えなが らまるで 「見えざる御

手」("thelnvisibleHand")に 導かれるかのように祖国日本を離れ米国を訪れた。そこで真の人

生の在 り方及びその方向性 を見極める機会を与えられる一方,少 な くとも19世紀末の当時におい

て雄大且つユニークな世界観 ・入生観を持つコロンブスの人格的実在性 を知 り,と もすれば渡米

直前及び渡米直後の内村鑑三個人にとっては数々の試練に遭遇 している折でもあっただけに,お

コロンブスとの出会いはさぞかし公私両面においてエンカレッジされるべ きものが多 くあったこ

とであろう。

結局,内 村は若 き日における自己のプライベー ト・アフェアーズを通 じて渡米 し,そ の事に
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よってコロンブスのアメリカ大陸 『発見』400周年(1892)の 出来事と遭遇 し,い たく啓蒙されて

世界を知ることになった。内村のコロンブスに関する著述等の言動からみて,い かに彼がコロン

ブスに私淑 ・尊敬 していたかは喋々するまでもないであろう。

ただ一つ,内 村のみならず新渡戸についてもハ ンディキャップ的に指摘されることは,両 者共

にユ930年代の前半までにこの地上を去っていることである。世界各国における,特 に米国におけ

るコロンブス理解は,第 二次世界大戦を媒介にして大きくユ80度の転回を示 していることを知 ら

なければならないであろう。つまり20世紀後半から21世紀の今日にかけて,コ ロンブスの功罪の

「功」の側面ではな く,「罪」即ち世界歴史における白人優位の立場で我が物顔的に振る舞ってき

た嫌いのある言動に対 して,20世 紀末の500周 年(1992)を 迎えるのをピークにして,コ ロンブ

スに対する風当た り,つ まり歴史的評価の功罪が目に見えて変化 し出して来たことである。その

現実を直視しながら,も し内村鑑三,新 渡戸稲造が更に20世紀後半以降生き続けていたならば,

彼らはコロンブスに対してどのような評価の反応を示 したであろうかということを思う反面,歴

史の流れを一変させた第二次世界大戦とは,一 体何であったのかということを思い巡らしなが ら,

今後におけるコロンブスを廻る問題をむしろ包括的に考えていかねばならないことの必要性を覚

えさせられる。

本稿は,そ の意味において古き時代,即 ち19世紀末におけるコロンブスが最もポジティブな評

価,即 ち 「功」のそれを受けた全盛時を意識しながら,内 村鑑三の目を通してコロンブスとの関

わ りを不十分なが ら見てきた。 しかし,人 物的にいかに偉大なる内村 とても 無論,新 渡戸

の場合 も同じであるが 時代の制約と影響を色濃 く受けながら,彼 らはむしろコロンブスの

功の側面,即 ちその長所にふれるのが精一杯であったのではあるまいか。第二次世界大戦以降,

今日に至るも顕著に指弾され続けているコロンブスに対するネガティブな評価の側面を内村が看

破し得なかったからといって,そ のコロンブスへのアプローチが間違っていたとは筆者は毫も思

はない。

か くして今や歴史の歯車は20世紀を大きくターンして21世 紀に突入した。しかし,そ の冒頭の

昨2001年 において世界中を震撚せ しめたあの 「9.11米国同時多発テロ」("Themultipleterrorist

attacksof9.llintheUS。")の 大波乱含みの異常事態は先行き不透明感を駆 り立てる。この出

来事がコロンブスの世界歴史において果たした役割,そ の功罪 特にその 「罪」 との関

わ りの有無なども念頭に去来する。今後の筆者の取 り組むべき課題の一つとして考えていきた く

思う次第である。
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[付 記]

本稿は,近 畿大学文芸学部 『文学 ・芸術 ・文化』誌,第 ユ2巻第1号(平 成12年3月 発行)掲 載

の筆者による研究ノー ト 「内村鑑三とコロンブス」(37～49頁)を 踏 まえ,独 立に稿 を立ち上げ

た ものである。

[注]

1.『 発 見』 は,欧 米中心の発想の表現であるのに対 して,『到着』(或 いは 『出会 い』)は 発展途上国の

観点からのものであ り,今 日では後者の使用が 目につ くところにコロ ンブスに対す る今 日的意義

が垣 間見られよう。

2.そ の前年のユ991年は,幕 末の漂流民 ジ ョン万次郎が,1841(天 保12)年 に漂流 ・遭難 し,一 無名

人 の万 次 郎が 図 らず も 日米 交流 の起 点 を打 ち出 し,199ユ 年 は特 に 「ユ50周年記 念」(Sesqui-

centennialCommemoration)と して覚えられ,万 次郎 に関わる色々の行事が行われた。

3.一 例 として,日 本経済新聞(朝 刊)1992(平 成4)年8月3日 付,社 説 「コロンブス五百周年の世

界 と日本」参照。

4.著 者 による研究ノー ト 『内村鑑三 とコロンブス』近畿大学文芸学部 「文学 ・芸術 ・文化」誌,第

12巻 第1号48頁 の注(3)参 照。

5.ラ ス ・カサス著,林 屋英吉訳 『コロンブス航海誌』(岩 波文庫,1977年9月)9～1ユ 頁参照。しか

し,こ の問題については稿を改めて 「罪」の側面をも論 じ,最 終的には 「功」の側面共々その総

合的評価 を試みなければならぬ難問であろう。

6.本 稿の第(五)項 参照。

7.サ ンサルバ ドルとは,ス ペイン語名SanSalvadorで あ り,そ れは 「救世主」即ち 「キ リス ト」を

意味する。歴 史的にアメ リカ大陸 『発見』の端緒 となったこの最初の島にコロンブスがかような

名称をつけたことによ り,彼 のクリスチ ャンとしての自意識が端的に窺われるのではあるまいか。

Cf.注5参 照。

8.「 大航海時代」 は,か つては 「地理上の発見」 と言われていた。つ まり,こ の用語 はヨーロ ッパ側

か らの一方的な発想の響 きがあるということで,「発見」 され収奪 された先住民側か らの批判によ

り,今 日では 「大航海時代」の用語が専 ら用い られ,「地理上の発見」は廃語化 している。Cf.注

ユ参照。

9.大 航海時代末期の17世 紀初頭,大 西洋岸沿いに英国植民地が建設された当初から開始 され,初 め

のうちはゆっ くりと進み,白 人定着地の外側に当たるフロンテ ィアがアパラチア山脈を越 えるま

での植民地時代の一世紀弱の期間が経過 しようとした 『西漸運動』初期の頃を指す。

ユa米 国では,最 初首都が1788年 にニューヨークに置かれ,次 いでユ790年に フィラデルフィアに,そ

れから1800年 に今 日のワシントンD℃.に 遷 され,爾 来202年 の歳月が経過する。

11."TheNewYorkTimes"(OcL12,ユ992)参 照。

12本 文 において,後 述するように内村の米国への旅立ちよ りニケ月早 くに,新 渡戸稲造が米国へ留

学の旅立ちをしている。両者共に,特 に内村 は身辺慌ただしく,相 互 に連絡 を取 り合 う暇す らな

かったようである。 しかし,渡 米後 は,筆 者の調べ た限 りでは,1885(明 治18)年 の6月 に二回

クエーカ派の信徒 の集ま りで両者は講演 し,出 会っている形跡が伺われる。(内川永一朗著,「永遠

の青年 新渡戸稲造」新渡戸基金,2002年3月,307～308頁 参 照)
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13ル カ伝福音書11章9節 。和文は,大 正改訳(ユ917),英 文 は欽定訳(1611)。

14新 島裏の渡米 は,内 村 に先立つ こと約ニケ月。本文の中に記 したように内村は新島か らアーモス

ト大学入学の誘いを受け,シ ー リー総長との出会いを果す。それは,内 村の人生の中で何物 にも

代えがたい貴重な人格的出会いの一こまであったことは,今 日衆 目の認めるところであろう。

15.WASPは,WhiteAnglo-Saxon,Protestantの 略語である。米国では,周 知のようにイギリス系の

人 々が中心 となって植民が始 ま り,ま た建国が進められて歴史が形成 されてきた経緯 を彷彿せ し

める印象をこの語か ら与 えられるので はあるまいか。尤 も,20世 紀後半以降,混 血が著 しく進み

ワスプの総人口に占める割合が減 りつつあるが,依 然 として米国社会の支配者層の主流 としての

影響力を善 きにつけ悪 しきにつ け残存 していることは否めないであろう。

ユ6.帰 国直後,内 村は新潟の北越学館に赴任,宣 教師と教育方針を巡 り衝突し三カ月で辞任。その後,

東 洋英和学校,東 京水産伝習所,明 治女学校等で教える。その時分(1889.7)に 結 婚。1891年1

月,所 謂 「第一高等中学校不敬事件」に巻 き込 まれて不敬漢 ・国賊 として非難追及 され,失 職 し,

肺 炎に冒され,挙 句 の果てに同年4月 に新妻の病没 というまさに踏んだ り蹴った りの事態に直面

したのである。

17.こ の 「コロンブス伝」 は,内 村の友人の渡辺秋造,高 田増平の二者の助力 によって編纂 され,そ

の際念入 りな修正 と加筆が施されて完成の 日の 目を見た。

1&山 本泰次郎編,『 内村鑑三信仰著作集⑥』(教文館,昭 和37年7月)173180頁 。

19山 本 泰次郎編,上 掲書172～181頁 。

2QCf.ラ ス ・カサス著,林 屋永吉訳,『 コロンブス航海誌』(岩波文庫,1977年9月)9～1ユ 頁。

21.山 本 泰次郎編,上 掲書178頁 。

22上 掲,「研究ノー ト 『内村鑑三 とコロンブス』」,128頁

23新 渡 戸稲造の コロンブスに関する見解の論述は,稿 を改めて取 り上げることに したい。取 り敢 え

ず次 に 『新渡戸稲造全集一 第三巻 一 』(教文館,昭 和45年6月)に 収録 された 『米国建国史要』

の第一章及び第二章の 目次 に掲 げられているコロンブスに関わる見出 しを掲 げてお くことにしよ

う。(頁数省略)

第一章 米国の開発 と世界の文明と

史的価値ある事実 亜米利加発見の意味 所謂 「近世」の始 コロンブス以前の亜米

利加発見説 コロ ンブス発 見の価値 十五世紀末 の欧州 各国 コロ ンブスの航海

コロンブス時代の 日本 西班牙人の失望 コロンブスの末路 亜米利加発見 を

近世の起点 とする理由六条1.地 理的観念 に於 ける革命2.新 富源の開発3.人 生

の新評価4.新 思想の試験5.世 界の粋 を集む6.白 人の勢力増殖 米国建国

史の教訓

第二章 西班牙 と仏蘭西 との西半球に於ける植民事業

概説 コロンブスの鶏卵 亜米利加発見の必然 東西洋の交通 東進 して西進す

る説 葡萄牙の海外発展 ヘ ンリー親王 コロンブスの出現は時代の要求 西班牙

の亜米利加開発着手 世界折半策 西班牙人の探検 アメリゴ バルボア[以

下,省 略]

24本 文 中に示唆的にふれた内村鑑三の浅 田タケとの破婚や上記の注16に 記 した諸々の出来事などを

指す。
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